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論文内容の要旨
「
この論文は， 1956年から1998年までの上海市に実在していた三つの野菜流通システムの実態及び需給斉
合のメカニズムを明らかにすることを目的としたものである。
第1章は， 1956から1978年までの「計画流通システム」の構造を解明した。計画流通システムは，物不
足の時代における消費I i場の同質的部分の語要をある程度満たし.社会混乱を避けたという点から評価す
ることができる。また，地域聞の人口流動を阻[fー する「戸籍制度」と都市住民の収入を低く抑えることを
通じての需要安定制度，計由ー供給と実際の需要との食違いを事後的に調整する手段である|返品処分_l，政
府による流通費用の負担という買っの制度の存在が計画流通システムを成立させたということ，計画によ
る需給調整メカニズムが.市場の異質需要部分に対して無力であることを指摘した。第2章は，市場経済
が導入し始めた1979年から，流通が向由化された191年1月までにおける了計両・市場併存する流通シス
テム」の構造を分析した。需史・と供給を市場と計l耐という二つの方法で調整することによって，流通シス
テムが完全計画のそれより効率的になったが，市場経済の一層の発展により， I市場か計画かJが唆昧なま
までは，政府財政資金のさらなる支山を必要とし全面的流通自由化に踏み切ることが要請されたことを
確認した。
第3章から第6草ー までは.90年代の「市場流通システム」を分析した。上海市の経済は92年から大きく
発展し，それに伴って，人口の増加と都市の市街区の拡大といった都市化現象が現れた。人口の増加は野
菜の需要量を増加させ，市街区の拡大は従来からの野菜主要産地の面積を縮小した。したがって，需給の
バランスが崩れ，価格が急騰した。これに対して，政府は.道路などの物的流通インフラ条件がまだ整っ
ていない状況の下で， I自給自足!の万針を引き続き強調しつつ，域内産地を都市の外延に向って移転させ
た。しかし威内産地の遠隔化は，流通の自由化とともに，農民に販売問題をもたらした。農民は産地卸
売市場を建設し，また自由市場へ，さらに学校，工場などの食立.ホテル， スーパーマーケットといった
大口需要者へ直接販売し積短的に販売問題の解決に乗り出した。政府もそれを積極的に評価し，促進策
を講じた。
一方，卸売段階では，政府の認可と促進の下で，多様な土体による卸売市場の建設が行われ，その結果，
消費地卸売市場問には激しい集荷競争が繰り広げられ，集荷の広域化が進んだ。市場の供給不足問題は.
卸売段階の広域集荷の発展と域内産地の生産量の佐保によって次第に緩和されたが，卸売市場は政府促進
策の下で市場数こそ増えたものの，機能的な面では棺変わらず低い水準に留まっていた。小売段階では，
自由市場は.品揃え，鮮度.柔軟な価格設定など，多様な面から国営小売居を凌駕し忌速に野菜小売販
一部2一
売の主要機構となった。しかし自由市場が{言問，衛生面での問題を抱えており，市行政は近代的な小売
業態であるスーパーマーケットの発展を促進し，それを通じて生鮮食料品小売業の近代化を実現しようと
した。ところが，スーパーマーケットの発展はそれを支える流通技術・流通基盤の発展を必要とし，既存
の卸売業の規模・機能i屈の遅れがそれを妨げている。
上海市における野菜流通システムの歴史的変化を追跡することを通して，以下の諸点があらためて確認
された。第lに，市場による需給斉合は，十分な商業活動の展開など.市場ーが機能するためのインフラが
必要となるということである。第2に，流通システムは生産と消費のあり方によって規定される。需要が
均一化の特徴を持ち，生産が計由的に少量の品種しか作らない場合，両者を結ぶ流通課業は単純であり，
それを担う流通システムは単一的な情遣になる。需要が多種多様性が現れ，生産が需要の多様化に応えて
多様な商品を提供し始めた時に，牛.産と消費を結ぶ流通課業は後雑かっ大きくなり，それを担う流通シス
テムは.多様な需要を満たせるような構造に変化しなければならない。第3に，流通システムの発展は，
システムを構成する牛.産・卸必・小売の各段断の機能・規模の一致によって初めて実現される。
論文審査の結果の要旨
本論文は. 1 !:I56年から1998年まで・の上海市における野菜流通システムの構造的発展過報を需給斉合メカ
ニズムという視点から分析したものである。この間，中国では1978年12月以降「経済の改革・開放jが行
われたため，経済体制の変革が牛ー鮮食料品のim通に対して与えた影響についての研究者の関心も高しす
でにいくつかの業績がある。しかし流通を構成する生産者，卸売業者，小売業者， さらに消費者を一つ
のシステムとして捉え，それらの活動の機能的相互依存性に力点をおいて流通システムの i構造的」変化
を分析した試みはこれまでなかったと言える。本論文の特徴は，単に流通システムの発展過程を歴史的に
跡づけただけでなく，流通理論を中国の流通システムの変化の分析に「適応」したことにあり. とくに生
産ーと消費の懸隔を架橋する流通課業=-r-需給斉合」という視点を前商に押し出すことによって，計画体制
から市場体制への変化のi曲科ーでどのようなメカニズムを.iillじて需給斉合が行われたのかについて論者独自
の論理が展開されていることにあるo
論者ー によれば， l%6~1~78年における第 I 期の「計画流通システムJ は，物不足の状況において消費者
需要が比較的同質的であったこと，さらに地域聞の人口移動を阻止する「戸籍制度」と都市住民の1:(人を
低く抑える需要安定申IJ度，需給の事後的調鞍手段である f返品処分J，政府による流通費用の負担といった
制度に支えられてliJ能になっていた。
市場経済導入のもとで「白由市場」が再開された1~79年から91年までの第 2 期は. i計画・市場の併存す
る流通システムーとして位置づけられている。需給斉合が計凶だけでなく，市場によっても調整されるこ
とによって，流通システムは以前より効率的になった。しかし，市場経済のさらなる発展は，消費者需要
と供給の双)jの多様化を促進した結果，話給の組曲Eを引き起こした。加えて計画と市場の「併存」は，か
えって財政赤字を増大させる側面もあり，上海市政府は全耐的な流通自由化に踏みきらざるを得なくなっ
fこ。
92年以降の第3期は， I市場流通システム」がふー格的に導入された時期であり.本論で最も詳細に分析さ
れている部分である。この時期. ヒ海市では経済発展とともに都市化が進み，野菜に関する需給のバラン
スが1mれ.価格が急騰した。これに対して.市政附は域内産地を都市郊外部で確保しようとした。流通の
自由化のもとで農民は販売問題に直面する-方，卸売段附では多様な主体による卸売市場の建設が行われ.
集荷競争各通じて市場の供給不足問題は緩和されたじ小売段階では，品揃え，鮮度，柔軟な{lj格設定など
? ?? ?
の面で白山市場が国首小売庖を凌駕したが，信用.衛生面での問題を抱えており，市政府は近代的なスー
バーマーケットの発展を促進しようとした。しかし，その発展は流通技術・流通基盤を必要とし，既存の
卸売業の規模や機能面での遅れによって発展が妨げられているo
以上の分析は，論者が現地で入手した資料や相当者のヒアリングを通じて明らかにされている。また計
画体制に市場経済が導入された「過渡期」を対象としたことによって，市場システムのI'J滑な運営にとっ
て前提となる流通インフラや商業活動の重要性が明らかになるとともに，政府が流通システムの発展を意
図的に促進しようとしても，流通の各段階の機能的相互正依存性のために，一つでもボトルネックがあると.
全体のシステムが機能しないことなどが，あらためて確認された。第 l捌から第2期への移行と第2別か
ら第3期への移行を需要の多様化への対応という同じ論埋で l分説明できるかとの評価もあり得るが，流
通理論を野菜流通システムの発毘過程の分析に「適用」しながらヒ述の 3つの流通システムを抽出しそ
れぞれの特徴を浮きぼりにしようとした本論文の野心的な試みはほぼ成功しており， よって審査委員会は
博1:(商学)の学的授与に相応しい業績と認める。
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